
騒嬢譲轟
PPP

「Polluter Pays

Principle」 の略。 元 は

「汚染者 支払 い原 員U」
で、貿易での各国の競争

条件を均等化するため、

各工場は自分で公害防止

装置をつけるべきだ、と
の意味にすぎなか った。

公害が激しかった日本
はこれを拡大解釈し、公
害防止だけでなく、被害
者救済、汚染環境の復元
までの責任と費用を汚染
企業がもつ厳しい概念に

変わつた。訳も 「汚染者

負担原則」。公害健康被

〈第65回〉

水俣病でチッソが支払つたお金

公健法に基づいた
認定患者への結
離 σ犠 。

０１
円

招
億

３‐７
脚尊添q発多守T

合計 1718 億 円

(環境省による)

害補償法 (73年)、 公害

防止事業費事業者負担法
(70年)は この考えにた

つ。だが、公害企業も補
助金をもらうなど、完全

な責任を負 つているわけ
ではない。 (竹内敬二)
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恐
怖
の
記
憶
抑
え
る
脳
内
物
質

Ｐ
Ｔ
ｓ
Ｄ
ムロ療
に
応
用
期
待

脳
内
に
あ
る

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
」

（
ア
イ
サ

御貯投却姫加権琉萌郷侠審艇が紳飾　一眺

燕碑筋権使焼義障葬器は欲幹効艇第　　一軸

”中ヤ中井争律勲搾碑車時特一わ　れ

距
輸難
擢
的並ｗ論
機
難

鵜

ソ
ユ
ー
ズ
安
全
性

日
本
が
独
自
調
査

宇
宙
機
構

来
年
１１
月
に
野
口
聡

一
飛
行
士

が
搭
乗
を
予
定
し
て
い
る
ロ
シ
ア

の
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船
に
つ
い
て
、

宇
曽
航
空
研
究
開
発
機
構
は
、

特

別
チ
ー
ム
で
安
全
性
を
再
検
討
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

韓
国
の
宇
宙

飛
行
士
ら
を
乗
せ
た
ソ
ユ
■
ズ
が
い

今
年
４
月
、

帰
違
時
に
異
常
降
下

し
、

熱
で

一
部
が
損
傷
し
た
ト
ラ

ブ
ル
を
重
く
み
た
。

特
別
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
は
部
外
の
専
門
家
も

含
む
約
２０
人
。

９
月
ま
で
に
調
査

結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
。

ト
ラ
ブ
ル
が
あ

っ
た
ソ
ユ
ー
ズ

は
、

大
気
圏
突
入
の
際
の
高
温
で

ハ
ッ
チ
が
焼
け
こ
げ
、

着
地
時
の

衝
撃
で
乗
員
が
腰
な
ど
を
打
撲
し

た
と
い
う
。

特
別
チ
ー
ム
で
は
、

情
報
収
集
を
進
め
る
は
か
、

ロ
シ

ア
に
調
査
団
を
派
遣
し
て
現
地
の

技
術
者
に
聞
き
取
り
を
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
。

宇
雷
機
構
の
今
川
吉
郎

・
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ト
ジ
ャ
は

「野
口

飛
行
士
の
ソ
ユ
ー
ズ
搭
乗
が
確
実

な
状
況
だ
け
に
い
日
本
と
し
て
も

独
自
に
情
報
を
集
め
、

安
全
性
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
」
と
話
し
て
い
る
。

（出
本
智
之
）

研
究
に
役
立
つ
と
期
待
し
て
い
る
。

実
験
で
児
島
さ
ん
ら
は
、

遺
伝
子
組
み

換
え
に
よ

っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
を
通
常
の
数
百

倍
発
現
さ
せ
た
マ
ウ
ス
と
通
常
の
マ
ウ
ス

を
専
用
の

「
シ
嘔
ッ
ク
箱
」
に
入
れ
、

ブ

ザ
ー
音
を
聞
か
せ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
足

に
与
え
た
。

い

っ
た
ん
箱
か
ら
出
し
た

後
、

あ
ら
た
め
て
１
分
間
戻
し
た
と
こ

ろ
、
工
Ｃ
Ｅ
Ｒ
の
多
い
マ
ウ
ス
は
４

●
３！

秒
し
か
体
が
す
く
ま
な
か

っ
た
が
、

通
常

の
マ
ウ
ス
が
す
く
ん
だ
時
間
は
２６

・
３
秒

に
達
し
た
と
い
う
。

一恐
怖
の
体
験
と
は
反
対
ほ
■
マ
ウ
ス
に

，
砂
糖
水
を
飲
ま
せ
る
な
ど
し
た

「喜
び
」

を
記
憶
さ
せ
る
実
験
で
は
，
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
の

影
響
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

災
害
や
犯
罪
な
ど
に
遭
遇
し
た
と
き
の

記
憶
は
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
る
「
そ
の
指
療
を
研
究
す
る
う

「
え
で
の
基
礎
と
な
り
う
る
も
の
で
、

児
島

“さ
ん
は

「臨
床

へ
の
応
用
に
向
け
、

研
究

を
深
め
た
い
」
と
話
す
ぃ
　
．　

・
！

簡

非
武
装
国
に
ヒ
ン
ト
求
め

，チ
ヨ
ヨ
ヽ
三
属

う

一
一
コ
チ
ゴ
Ｆ
ｒ
▲
可

】
こ
卜
い
ｒ
Ｆ

「や
っ
と
緊
張

緩

ん

だ

感

じ

」

一　
羽
生
名
人
、

一
夜
明
け

培
海
調
喜
実
岳
代
験
ヒ
姿
勝
急

最
高
裁
長
官
「遺
憾
」

判
事
ス
ト
ー
カ
ー
事
件

最
高
裁
の
島
田
仁
郎
長
官
は
１８

日
、

全
国
の
高
裁
長
官
と
地
裁

・

家
裁
の
所
長
が
集
ま
る

「長
官

・

所
長
会
同
」
で
、

宇
都
宮
地
裁
の

現
職
判
事
が
ス
ト
ー
カ
ー

規
制
法

連
反
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
こ
と
に

触
れ
、

「築
き
上
げ
て
き
た
裁
判

所

へ
の
国
民
の
信
頼
を
著
し
く
損

な
う
も
の
で
、

甚
だ
遺
憾
。

信
頼

回
復
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
訴
え
か
け
た
。

ス
タ
ー
ト
ま
で
１
年
を
切
り
、

今
秋
か
ら
市
民
裁
判
員
の
候
補
者

名
簿
の
作
成
が
始
ま
る
裁
判
員
制

度
に
つ
い
て
は
、

「
国
民
の
制
度

へ
の
疑
間
や
不
安
も
現
実
的
な
も

の
に
な

っ
て
く
る
。

き
め
細
か
い

広
報
に
よ
り
不
安
の
解
消
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

■
Ｊ
Ａ
Ｌ

一
部
ス
ト
突
入

日
腕

（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
グ
ル
ー
プ
の

日
本
エ
ア
コ
ミ

ュ
ー
タ
ー

（
鹿
児

島
県
）
の

一
部
労
組
が
１８
日
朝
か

ら
、

ス
ト
ラ
イ
キ
に
入

っ
た
。

こ

の
影
響
で
、

同
国
の
大
阪
―

新
潟

線
や
鹿
児
島
―

福
岡
線
な
ど
大
阪

や
鹿
児
島
発
着
便
を
中
心
に
８６
便

（
５４
％
）
ヽ

・９
日
に
も
９０
便

（
５７

％
）
が
欠
航
し
ヽ
計
約
３
９
０
０

人
に
影
響
す
る
見
通
し
だ
。

Ｊ
Ａ

Ｌ
本
社
の
労
組
の

一
部
も
ス
ト
入

り
し
て
お
り
、

１９
日
に
国
内
線
３８

便
が
欠
航
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

欠
航
便
の
問
い
合
わ
せ
は

（
０
１

２
０

・
２５

・
５
９
７
１
）
へ
。

全
日
空

（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
グ
ル
ー
プ

の
労
組
も
１８
日
に
ス
ト
を
計
画
し

て
い
た
が
、

回
避
さ
れ
た
。

■
皇
太
子
さ
ま
プ
ラ
ジ
ル
に

【
ブ
ラ
ジ
リ
ア
日
島
康
彦
】
皇

太
子
さ
ま
は
１７
日
夜

（
日
本
時
間

・８
日
朝
）
、

政
府
専
用
機
で
プ
ラ

ジ
ル
の
首
都

・
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
国

際
空
港
内
に
あ
る
空
軍
基
地
に
到

着
し
た
。

空
港
で
は
儀
伎

（
ぎ
じ

ょ
う
）
隊
の
出
迎
え
を
受
け
、

歓

迎
の
ラ
ッ
パ
が
鳴
り
響
く
な
か
、

基
地
司
令
官
と
笑
顔
で
握
手
を
交

わ
し
た
。

■
０
０
年
前
に
日
本
初
の
移
民

船

・
笠
戸
丸
が
サ
ン
ト
ス
港
に
到

着
し
た
岨
日

（
同
１９
日
）
に
は
、

ル
ラ
大
統
領
主
催
の
記
念
式
典

へ

の
参
加
や
、

日
系
人
の
代
表
と
の

懇
談
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

■
コ
一ト
リ
」
下
請
法
違
反

家
具
の
売
り
上
げ
全
国
１
位
の

イ
ン
テ
リ
ア
用
品
販
売
会
社

「
ニ

ト
リ
」

（北
海
道
）
が
、

自
社
ブ

ラ
ン
ド
製
品
の
製
造
委
託
を
し
た

下
請
け
業
者
７．
社
に
、

下
請
け
代

金
計
約
３
億
３
千
万
円
の
減
額
を

■
ヽ
歩
封
デ
Ｌ
ヽ
景
重
下
プヽ
■
車
≡
一
ツ
一
「ヽ
１，ヽ
と
、

理
恵
さ
ん
か
ら
は

「お
疲
れ
様
で

し
た
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か

け
て
も
ら

っ
た
と
い
う
。

握
路

維


